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	医療と介護の連携支援センター　広報誌
	町田市医療と介護の連携支援センター活動のご報告
	地域ケア推進会議の開催
	第１回：かかりつけ医とつながるために～医療介護連携を考える～
	第２回：かかりつけ医とつながるために～連携ツールの有効活用について～

	MCSについて
	2025年度の地域ケア推進会議ではかかりつけ医との連携ツールとしてメディカルケアステーション（通称：MCS）というSNSツールの活用が挙げられました。MCSは医療・介護・福祉の関係者が患者情報を安全に共有できるクラウド型連携ツールです。多職種間の連絡を一元化することで1度の発信で複数の事業所と情報共有が可能となり、医療と介護の現場がリアルタイムで繋がることができます。利用料金は無料であり、個人のメールアドレスが必要となります。
	専門職向けセミナーの開催
	多職種連携協働強化セミナー【認知症疾患医療センターと専門職の連携について】（2025年6月）
	鶴川サナトリウム病院（現イムス明理会東京町田病院）認知症疾患医療センターセンター長小松弘幸先生にご講演いただきました。 鶴川サナトリウム病院は内科と認知症の治療を主体とした精神科を併設する 病院です。また認知症について相談ができる認知症疾患医療センターとして指定されています。「認知症ケアにおける連携体制」、「認知症初期集中支援チーム事業」、MCIトレーニングスタジオ「ASMO」の紹介がありました。
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